
感染症情報 ８月１８日～２４日

②伝染性紅斑

④ヘルパンギーナ

３５０例（堺市 

１７０例（堺市 １２例）
１５８例（堺市 １８例）

報告数の順位。前週はお盆あり。前週比９９．４％増の１，７２９件。
感染性胃腸炎は府下で前週２８７例→今回６４９例、堺市で１０例
→３６例。伝染性紅斑が府下で１４４例→３５０例、堺市で８例→３２
例。溶連菌感染症が府下で６１例→１７１例、堺市で６例→１６例。
ヘルパンギーナが府下で１４０例→１７０例、堺市で４例→１２例。
ＲＳウイルス感染症が府下で１０５例→１５８例、堺市で８例→１８例。
インフルエンザは府下で前週３９例→今回８９例。うち３８例は大
阪市南部であった。堺市で前週１例→今回３例であった。全数把
握疾患の百日咳は大阪府で２８例→４８例で、堺市は前週・今回と
も０例。今年入ってからの府内の累積報告数は２，５６７例となった。

３２例）
③溶連菌感染症 １７１例（堺市 １６例）

３６例）

府下２９１医療機関（堺市２５）から

府下小児科１８５医療機関（堺市１７）から

①感染性胃腸炎 ６４９例（堺市

８９例（堺市インフルエンザ ３例）

府下２９１医療機関（堺市２５）から

１，７１８例（堺市新型コロナウイルス感染症 １４２例）

 新型コロナウイルスの定点報告は、府下で９８５例→１，７１８例、
定点当たり３．３８→５．９０。堺市は８９例→１４２例、定点当たり
３．５６→５．６８であった。

大阪府定点 ５．９０ 堺市定点 ５．６８

麻疹や風疹の報告はなかった。

⑤ＲＳウイルス感染症

府下２９１医療機関（堺市２５）から

８，５７４例（堺市急性呼吸器（ARI）感染症 ９０４例）
大阪府定点 ２９．４６ 堺市定点 ３６．１６

 急性呼吸器感染症は大阪府で前回より５，０１７例→８，５７４例、
定点当たり１７．２４→２９．４６、堺市で４４２例→９０４例、定点当たり
１７．６８→３６．１６であった。
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